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『100時間の世界史 資料と扱い方』 綿引弘著 地歴社
1992年 69頁
『興亡の世界史10 オスマン帝国 500年の平和』 林佳世子
著 講談社 2008年 127～132頁
『フランス史10講』 柴田三千雄著 岩波新書 2006年
73～75頁
『ドイツ史10講』 坂井榮八郎著 岩波新書 2003年 84～87
頁
『ハプスブルク家』 江村洋著 講談社現代新書 1990年
90～91頁
『新世界史資料集』福島県公立学校世界史学習資料編集委員
会編 清水書院 1994年 85頁





























































































































































































































































































































一般財団法人 Think the Earth 編著『未来を変える目標







QFT や「軸となる問い」、さらに PBL は「主体的・対
話的で深い学び」を促すものと思われる。今後、更に研
究・討議を続け、次期学習指導要領に備えていきたい。
なお本稿は、関学教師の会社会部会員による研究・実
践報告である。「⚑ 質問づくり（QFT）を取り入れた
高校日本史授業」を土居亜貴子氏が、「⚒ 世界史Ｂにお
ける、問いを活用した近世以降の授業案」を奥野雄士郎
氏が、「⚓ クロスカリキュラム探究における課題解決型
学習の取り組み―「SDGs（Sustainable Development
Goals）」を題材として―」を岩本和也氏が執筆した。
（どい あきこ・兵庫県立御影高等学校教諭）
（おくの ゆうじろう・大阪府立生野高等学校教諭）
（いわもと かずや・兵庫県立須磨友が丘高等学校教諭）
（あさい のぶお・大阪市立中央高等学校教諭）
【T：】Edianserver ／関西学院／教職教育研究／第24号／
土居亜貴子ほか ⚔ 校
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